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第２０５２回例会報告 

会長挨拶                        2021～2022年度  島崎秀樹会長 

皆様、今晩は。12 月も中旬になりましたが、遠くには雪はありますがまだ積雪までに至っておりま

せん。これは良しとするか欲しいと思うか人それぞれだと思います。 

皆様の席に新聞記事のコピーが置いてあります。年号を見ると 2011年です。これは郡上八幡RCの澤

崎先生より預かってきました。この時期は郡上八幡RC会員の羽田野さんがガバナー補佐をされており、

その中でこの名語録を見ながら説明されたという事で、久しぶりですが、八幡・白鳥両クラブに渡した

いという事でした。是非共読んでみてください。 

またＬＩＮＥで流しましたが、米山奨学生だった呉君が愛知県で仕事を頑張っています。先日 2760

地区の米山奨学生・学友会の忘年会に参加しました。本来なら無くなった行事でしたが、時期も 12月

という事で開催されたそうです。年に何回か呉君から知らせが来るので、今後も紹介したいと思います。 

今月、ロータリークラブは疾病予防と治療の月間です。ポリオプラスの募金を皆さんからしておりま

す。まず[ポリオを地球上からなくそう]を旗印に頑張ってきました。現在、国際ロータリーが送った金

額をビルゲイツとメリンダゲイツの財団から同額を出させていただいて支援しています。あと 2ヶ国だ

けとなりました。もう少しで根絶することが出来ますので、もう少しの頑張りです。国際ロータリーか

らは、あと少しの力を貸してくださいと言われております。頑張っていきたいと思います。人類史上、

2種類目の根絶となる予定です。 

この後は中日新聞社の中山さんの卓話となりますので、会長の時間を終わります。 

 

外来卓話（新聞の果たす役割）                 中日新聞 白鳥通信部 中山道雄様 

 お世話になります。皆様方の所に名刺を配りました。情報提供のお願いです。名刺

には岐阜支社編集委員とありますが、変り者で通っています。大津支局を退職した時

にどこへ行くのかと聞かれました。私は「とにかく現場に出たい。取材をしたい」と

ごねまくった所がここでした。 

 皆様の所に資料を配らせていただきました。新聞の現状についてですが、2015年 10

月現在で日本新聞協会集計では新聞総発行部数は4426万部で、1年前と比べると111

万部減少しています。ピーク時はバブルの時で 1997年、5376万部でした。この間に

消えた数字は読売新聞1個分減ってます。なぜ減ったか考えると、ネット社会が広がっていった。グーグル

が出来たのが1998年で、スマートフォンが普及したのが 2010年です。当然スマホをみえていれば新聞がい

りません。そうじゃない、私の会社の記者上がりで、ヤフーニュースに就職した人間がいますが、彼に言わ

せるとヤフーニュースが扱うニュースは1日 3000本で、これは新聞社とか通信社から買うんです。買ったう

えで、1回に 8本上げています。恐ろしいことに、8本上げても読まれる記事は芸能ニュースです。それがあ

ると、どんなことがあるかというと、危ういニュースが増えてきます。いわゆるフェイクニュースです。嘆
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かわしい状況が続いています。 

新聞社のニュースが今でもネットにあげられていくわけですが、新聞のニュースの信頼性はどこから来るか

というと、柄が悪いですが、新聞記者が良く使う言葉があります。「抜く」「抜かれる」「飛ばす」「サッカン」

「夜回り」「裏を取る」。私は長く警察記者していましたのでこの言葉が好きですが、「抜く」。これはスクー

プを取る、特ダネを取る事です。抜く時はとてもいいのですが、抜かれると地獄です。抜かれるとどんな事

が起きるかと言いますと、「お前、抜かれてるやんか、さっさと警察言ってこい」と言われます。私が駆け出

しの頃は警察記者全盛の時でした。それを叩きこまれていましたので、昔のデスクはとても怖かったです。 

 新聞記者の仕事は、どんな記事でも必ず裏を取ります。これが大事で、おろそかになると新聞はお終いで

す。全国の新聞社は行っています。だから新聞は信頼してもらえます。昔は事件記者が最優先でした。とこ

ろがそれが変わってきました。そもそもなぜ我々がスクープを取ることに命を掛けるかというと、警察も自

治体も国も政治家も隠すからです。隠されたらそれを掘り行ないといけません。新聞は競争していないとい

けません。競争しないで喜ぶのは、警察、政治家、国です。やる気のない記者相手だと楽です。 

私達を苦しめるのは、匿名の問題です。大津市局の時代に扱った記事で、父親が息子を虐待した事件です。

父親の名前は出ているのに、殺された子供がなぜ仮名になっているのか。たまたま原稿を見て、直ぐに若い

記者を現場に行かせて調べてこいと言い、保育園などしらみつぶしに探して名前がわかりましたが、保育園

の先生が黙秘の為、裏が取れないので結局仮名になりました。 

1949年の記事ですが、戦災しやけどを負った両親が一家心中しようと子供を一人殺し、自首してきました。

当時はその夫婦の写真も掲載しています。一人残った子供に多額の義援金が集まり、その子供は何とかなり

ました。我々にとって匿名は誰にとっていいのか分かりません。また最近の警察は名前を公表しません。現

役で警察を回っていた頃、犯人を捕まえると氏名住所番地まで発表していました。殺された人も住所を公表

していましたので、両方取材していました。しかし今はどちらも公表しませんので出来ません。隠された犯

人と被害者を探すことは不可能です。ですから今はいびつになっています。 

新聞の果たす役割は、徹底的に調査して、独自の記事を書くことです。私が携わった事件で、人工呼吸器

殺人事件があります。再審請求が通って、西山受刑者は無罪になりました。この事件の取材を始めた頃、私

は大津支局の支局長でした。最初、事件の概要から行くと、病院内で慢性呼吸不全で入院した男性が死にま

した。警察は事故か事件か調べます。私がやったと西山受刑者が供述したので、12年服役をしました。なぜ

僕らがこの事件をもう一度調べようとしたか、西山受刑者はたくさんの手紙を書きました。130 通ぐらいだ

ったと思います。うちの記者がたまたま見て、この事件おかしいんじゃないかと言い出して、もう一度洗っ

てみたんです。私も西山受刑者に会いましたが、これは冤罪だと思いました。西山美香は発達障害だったん

です。しかし逮捕されて裁判して刑務所に入れて、誰も気づかなかったと言うんです。話してると、明らか

に違うと感じます。うちの取材班が精神科医を連れて行って、精神鑑定をしてみると発達障害だと言われま

した。しかもこの子は自分を守る力がない、供述弱者と言いますが、この子は殺したと言ったんですが、ど

うして殺したかと聞くと、警察で先輩が厳しく取り調べされている。だから私が殺したと言えばみんなが助

かる。言った後の事なんて考えない。取り調べの中で、警察も汚いことをしています。取り調べをした若い

刑事と疑似恋愛をさせて、精神的に支配しました。その為、西山さんは警察の言う通りに調書を作って、結

局 12年刑務所に入ることになりました。結果的に西山さんは無罪になりますが、私たちは13回以上連載し

ました。それが今回、本になりました。この本には私も登場します。秦という記者ですが、社会部の時の私

の部下でした。彼がこの事件をする時に仕切ったので、大津支局へ来て、やると言われ、定年も近いし、ど

んなことになってもやっていけると言いました。本の中に私の事は、鉄砲撃ちの中山さんと書かれています。 

 この事件が掲げるように、徹底的な調査報道をして事実に迫る、これがなくなったら世の中お終いです。 

また新聞が生き残っていく方法は何があるかというと、地域密着しかありません。ネットは普通の記事なら

読めます。町の中の小さな出来事は地元に居る記者しか書けません。私は旅行が好きで全国行きますが、ど

田舎に行っても記者がいます。だから新聞は生き残っていますが、この先どうなるか分かりません。郡上市

には 2つ通信部があります。白鳥通信部には、50年前の白鳥町の記録がスクラップで残されています。新聞

の役割はこれです。高鷲、白鳥、大和の生活を克明に残しています。 

資料の中に犬の写真がありますが、山の上で1匹の犬が1週間以上飼い主を待っています、という記事を

載せたのは南信版という地域のローカル版でした。それがネットで炎上しました。きっかけは分かりません

が、中日新聞のwebに1日 140万件アクセスがありました。飯田支局に400件の電話がありました。なぜ餌

をあげないのかと言われ、分かりました、と言って次は1面に記事を載せると、新しい飼い主が出きました。

決してネットと新聞は相性が悪いわけではありません。 

白鳥通信部の話に戻しますが、人口4万人足らずの町に2人勤務しております。以前勤務した春日井市は

30万人、岡崎市は38万人にそれぞれ記者2人です。4万人と 38万人と同じ人数の記者をおいているんです。    

不思議だったのは、15年前に関支局に勤めていましたが、本社から「白鳥通信部はいるか？」と聞かれたん

です。私はその時こうなることを見越したのか、「白鳥も大和も高鷲も住んでいる人は誇り高い人なんです。



合併しようが、何だろうが、その町は昔からの歴史を引き継いでいる。八幡は城下町である、白鳥は白山文

化が長く続いた信仰の町である。ここで中日新聞の白鳥通信部をなくしたら根こそぎ紙がなくなりますよ。」

と言ったんです。それで残ったんです。私は63歳で、あと 2年で定年です。普通なら辞めなくてはいけませ

ん。私ははっきり会社に対して給料が半分になっても永住したいのでやらせろ、と言っています。なぜこん

なことを言うかというと、白鳥が大好きだからです。もう一つは山へ行って狩猟が出来る、川へ行って釣り

ができる。天国です。こういう変わり者はいませんので、是非皆さん、どこかで中日新聞の偉い様に合った

ら、白鳥通信部がなくなったら不買運動をするぞ、一人可哀そうな中山さんという記者がいて、給料が安く

ても一生懸命やっていると言ってください。そうすれば白鳥通信部は存続します。以上、つまらない話をし

ましたが、何か良い記事があればご連絡ください。最後に資料２Ｐ目にニュー白鳥の記事があります。こう

いう話は私は大好きですので、何かありましたらご一報ください。よろしくお願い致します。 

 

会員 3分間スピーチ                                羽土洋司君 

業界の事、ロータリーの事、プライベートの事を話します。 

 業界ですが、去年菅前総理がカーボンニュートラルと言われ、今までよりも推し進めると言われました。

今年になり、どうなるかと思いましたら、思った以上に、スピード感たっぷりに私達の業界は厳しい道を進

もうという感じになりました。今まで決られていた基準以上に国が定めていますので、クリアしても 2050

年に産業革命依頼の温度上昇を1.5度に抑えるというのは難しいと思いますが、それくらい厳しいのがスピ

ーディーに来年あたりから具体的になってくると、業界にしてみると激動の1年だったと思いました。 

ロータリーに関しては去年から地区へ行かせていただいていますが、リアルな会議はいまだかつて1回も

ありません。先週の土曜日にゴルフをするという案内がありました。ゴルフ後に少し会議をして忘年会をす

るという事でした。僕は初めてでしたので、行くと返事をしました。しかし会議の場所が忘年会の会場で、

伊賀上野でした。土曜日の夕方に用事があったので、急遽お断りをしました。 

 プライベートですが、昨年長男が結婚をしました。今年は娘が卒業し、就職をして郡上に帰ってきてくれ

ました。また長男は11月 24日には嫁さんが初孫を産んでくれまして、今年は感謝の1年だったなと思いま

す。先ほど中山さんからお話をいただきましたが、長男の嫁の兄が中日新聞に勤めているらしく、コロナの

時に東京に転勤したとの事で、不思議な縁を感じました。1年間ありがとうございました。 

ニコＢＯＸ                       ニコＢＯＸ委員会 杉山 賢君 

島崎君 今日、久しぶりに呉君からＬＩＮＥありました。2760地区の米山学生の忘年会に出席したそうです。 

山口君 中山様、卓話楽しみにしています。よろしくお願いします。 

大村君 中山さん、いつも楽しい記事をありがとうございます。 

和田良一君 あと半月、体に気を付けて新年を迎えましょう。中山様、本日はよろしくお願いします。 

寺田澄男君 中山さん、いつもお世話になります。今晩はご多忙の所、ありがとうございます。貴重なお話

楽しみです。 

小島君 中山様、本日は卓話ありがとうございます。よろしくお願い致します。今日、米の納品で明宝トン

ネルを通りました。明方から小川まで10分で行けます。 

美谷添里恵子君 今日は一日、安全運転管理者講習会で、午前 10時～4時 15分までしっかり絞られました。

島崎会長さん、お疲れ様でした。 

藤代君 中日新聞の中山様、ロータリーへようこそ。卓話楽しみに聞かせていただきます。昨日はありがと

うございました。 

三島勲君 中日新聞の中山様、いつも白鳥町や高鷲町のＰＲをしていただいてありがとうございます。 

寺田正実君 今年の一文字“金”。金で1年中ゴタゴタ続き、来年はもう少しすっきりしたいものですね。 

井俣君 寒くなってきましたが、本格的に雪が積もるのはいつでしょうか。 

旭君 中山道雄様、ようこそ郡上長良川ロータリークラブへ、ありがとうございます。 

杉山君 本日は賞与の支給日でした。皆、満面の笑みでした。お金の力は絶大ですね。 

尾村君 中山さん、本日は大変ご苦労様です。本日の卓話、楽しみにしています。 

同文 美谷添生君、羽土君、山下君、原君、畑中君、佐藤君、和田智博君、遠藤君、若尾君 

次回行事予定 

     １月 ５日  休会               １月１２日  新年互礼会 

出席報告                               出席委員会 和田良一君                   

 

 会員数 出席者数 欠席者数 補正者数 出席率 出席免除 

第 2051回 ３２名 ２５名 ６名  80.65％ １名 

第 2052回 ３２名 ２３名 ８名  74.19％ １名 


